可能性が 生れる、 さう いふ もの だと 思って ゐ ます。 

僕 は、 この間 も 冗談に 云って ゐ たこと が 新聞に 出て 

ゐ たけれ ど、 文学 はね、 それ はさう 直接 政治と かなん 

とかに 役に立たん けれど、 文学者 は なんらかの 意味で 

役に立つ とい ふこと を、 みんなで 見せたい ものです ね _ 

成る 程、 彼奴 は 政治家であった とい ふやうな 褒められ 

方 はした くないが、 政治に もさう いふ 領域 (文学者が 

貢献し 得る) があった とい ふこと を 世間に 納得 させた 

いです ね。 だから 僕の 今度の 文化 部の 仕事 は、 規則で 

見る と、 文化 機構の 再編成と 企画 (翼賛 会 改組 後 文化 

機構の 整備 強化と いふ 名目に 変った) とい ふやうな こ 



やい かんの だ、 もっと これから 新しい もの を 創り 出す 

の だとい ふ 事実 を、 みんなが 認めた 上で なければ、 ど 

う もこの 際 本当に 共同の 目標と いふ もの は摑 むこと が 

できない、 と、 さう 思 ひます ね。 

若し 今 擁護すべき 文化が ぁリ とすれば、 それ は 日本 

の 歴史が 創り 出した ものです から、 それ はこれ からの 

歴史が それ以上の もの を 創り 得る 箬 だし、 少く とも そ 

れ 以上の もの を 創れ ると いふ 確信が あってい ゝと思 ひ 

ますね。 消えて 無くなる もので ないから …… 。 

た V 一 つ 必要な こと は、 なんです ね、 われわれが こ 

れが 文学 だとい つて ゐる やうな 文学が ね、 今 仮り に そ 



もの はで きないん ぢ やない かと 思 ひます ね。 ひとの 前 

に 出て、 行儀が い、 か、 悪い かとい ふやうな ことの 判 

断と 同じ様に、 文学の 作品 を 判断したら、 大変な 間違 

ひだと 思 ひます ね。 

こいつ 癩に 障る とい ふやうな、 さう いふ 判断が 一番 

危険 だと 思 ふので すよ。 横着 だと か、 生意気 だと か、 

さう いふ 感情が、 文学の 統制の 上に はどう も 起り 易い 

のぢ やない かと 思 ふので すね。 それが 今までの やり方 

だと 思 ひます。 まァ、 街 を 歩いて ゐる 女の 着物が けば 

けばし 過ぎるな ど、 いふ 風に、 なんだか 眼に 角 を 立 

て 、 ゐる やうな 指導者が ゐ るの と 同じ だと 思 ふ のです _ 



民衆の 健全な 常識が さう いふ もの を嗤 つて ゐ るの だか 

ら、 ちっとも 心配 はない と 思 ふの だが、 やっぱり 政治 

は、 国民 を 信じなければ できません ね。 

目下の この、 文壇の 動きと いふか、 いろいろな 動き 

が 見える。 概して、 健全な やうに 僕に は 見え るんだ け 

れど、 お 互の 間の 批判と いふ やうな ものが、 今 多少 あ 

ります か？ 

なぜ それ を 訊く かとい ふと、 ある ことが 僕に は 心配 

なんです。 お 互の 間の 批判と いふ もの は、 これ は 文学 

者 は 潔癖 だから 一 つの 傾向と してあります がね、 さう 

いふ ことが 余り 起る こと は、 た、 V 単に 挛擦を 云々 —— 



る もの を 並べて 見たら、 その 中から きっと 共通な 理念 

が 発見で きる んぢ やない かとい ふ 期待 を もって ゐるゎ 

けです。 

, J ん ど 文化 部 で、 さう い ふ 意味で 面白 い 仕事が で き 

る だら うと 思 ふこと は、 いま 文化 部門と 普通 云 はれて 

ゐる 部門です ね、 それが 全部 文化 部の 中に 入って、 そ 

の 中で、 専門 会議と いふ やうな もの を 幾つ も 創る わけ 

です。 僕 だけの 考 へです けれど、 科学の はう です ね、 

これ は 技術 を 含む でせ う。 それから 文学、 芸術、 宗教、 

教育、 ジャ ー ナ リズム、 出版と いふ やうな 専門 会議が 

ある。 それから 特殊 問題の 研究 委員会 を掊 へる。 それ 



ど、 まァ やつ ぱリ 新体制に ならなければ 駄目 だと 思 ひ 

ますね。 

家庭の 中で も いろいろ 問題が ある。 それが、 僕の は 

うで は 生活 文化の 研究に は ひる。 生活 文化で は、 衣食 

住、 礼儀、 家族 主義 II 現代に 最も 適応した 家族 主義 

の 健全な 発達、 それから 風俗、 さう いふ いろいろな 問 

題 を ひとつ 取り上げて、 そいつ を 国民 運動にまで 発展 

させて ゆきたい とい ふつ もりなん です。 

まァ、 生活 文化の さう いふ 風な いろいろな 面 は、 だ 

いたい 三 点から 見られる と 思 ふので す。 第一 は 能率 を 

上げる とい ふこと、 これ は 国防 国家と して 第一に 必要 



女 を 教育し なければ いかんと 云 ふんです ね。 その 通 

りです。 さう 云 ふと 女 は 怒る とい ふんです か。 しかし 

それ は、 女 を 教育す ると 最も 効果が あると いふ ことな 

んだ。 すくなくとも 女の 云 ふこと は、 誰でも 聴く とい 

ふところに 帰着す る わけで、 これ は 立派な フエ ミ ニズ 

ムで、 いい 意味での 女性 崇拝 だ。 さう 一 つ 解釈して 貰 

ふんだ。 

きの ふ宮本 百合 子さん と 話 をし たんだ けれど、 宫本 

さん は、 「女の ひとは」 といって 非常に 謙遜 をして 話さ 

れ たんで、 僕 は、 それ はしかし、 女の ひとに 限らない、 

日本人 全： K: が さう い ふ 頓 向が あると いふ やうな こと を 



時 は ハツ キリ させない と 不便です ね。 不健康で もなん 

で もな いものが 不健康 だ とい ふ やうな 認定 をう ける， J 

とだって 困る し、 それから 妙な ものが 健康 面する こと 

も 困ります。 

いろいろな 人が ゐ てい、 です よ。 非常に 立派な 作家 

で、 文学の ために は 自分 は 今 沈黙す るの が 一番い ゝん 

だとい ふ 人が ゐる かも 知れない と 僕 は 思 ふので す。 こ 

れは僕 は、 あってい、、 その 作家の 良心 は 信じな けれ 

ばいけ ない と 思 ふので す。 さう いふ 人が ゐ るか、 ゐな 

いか、 おそらく ゐ ると 思 ひます がね。 それ は 尊敬す ベ 

き 国民 だと 思 ひます。 さう いふ 作家 は、 或は 自分の 家 



さう いふ 人間 も あり 得る と 思 ふので すね。 今の 日本の 

道徳教育と いふ もの は、 さう いふ 男 を 創る 可能性が 非 

常に 多い ものです。 これ は 大変な ことです よ。 

これ は、 どうも、 国民 文学 も それにな ると 困る だら 

うと 思って ね。 

国民 文学の あらゆる 条件 を 具へ てゐ ながら、 これで 

は 困る とい ふやうな ものだね。 

文化と 国民の 結びつきの 問題。 それ を やらなければ 

国民 を 再組織 するとい ふこと は、 なんにもな りません 

ね。 た、 V、 文化 部門と いふ ものが、 いは ゆる 国民 大衆 

と 離れた 存在に なって しまって は、 これ は ゼロになる _ 



て、 もう 少し 政治家 もよ く 知って くれ、 国民 一般 も 知 

つて くれて、 お 互に この 共通な 認識 を 早く もた なけれ 

ばいかんと 思 ふので す。 これが 今 無い ことが、 結局い 

ざと いふ 場合に、 国民の 本当の 力 を 出し切る ことので 

きない 最大 原因 だと 思 ふので す。 

今の この 日本の 教育な リ、 日本人の もの、 考へ 方の 

なかに、 人間性の 無視と いふ ものが 瀰漫 して ゐ ると 思 

ふので すが、 これ を 救 ふ もの は、 文学の 力 以外に はな 

いと 思って ゐ ます。 (昭和 十五 年 十二月) 
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